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                第 4号   

 
明けましておめでとうございます！！ 

当院はお陰さまで 4 回目の新年を迎えることができ、とてもうれしく思っております。 

近年、医療の現場では統合医療（西洋医学による医療と他の治療法をあわせ患者を治療す

ること）を行おうとする動きが高まっています。そこで当院は、これからも鍼灸・マッサー

ジ・アロマセラピーを通じて 1 人ひとりの患者様の状態に合わせた最善の治療を提供できれ

ばと考えております。今年もスタッフ全員で皆様により健康に、より美しくなっていただき、

より快適な生活を送っていただけるよう、引き続きお手伝いさせて頂きますので、よろしく

お願い申し上げます。                        院長 中西 博文 

 

昔から鍼をすると感じる独特な感覚として響きと呼ばれ

るものがあります。響きは人により表現が異なり、一般的に

はズーンと重だるい感じでイタ気持ちいい、心地のよい感

覚です。もっとわかりやすく言えば辛いコリを指圧されてい

る感じに近いかもしれません。 

状態が悪い所ほどよく響き、治療効果も高くなります。私

の経験上、辛かったところに響いたり、症状が再現されるよ

うな響きは特によく効きます。 

響きの強弱についてですが、強い響きは治す力も強いの

ですがその分、瞑眩
めんげん

（刺激により治癒力が活性化すると身

体が急激な変化に対しバランスを崩してしまい一時的にだ

るくなったり、症状が強まる事）も強く生じます。ですから響

きに馴れていない方、響きが苦手な方には弱い響きで治療

するので、初めての方でも安心して受けて頂けます。 

たくさんの方に知ってもらいたく簡単に説明させて頂きま

した。イタ気持ちいい、心地のよい鍼の響きを是非お試しく

ださい。 

＊中国では響きを得気と呼び鍼治療に必要な感覚としていますが、 

日本では響かせずに治療する手法もありますので響いていないと 

効かない訳ではありません。              （田内） 

 

はり・きゅう、マッサージ、アロマセラピー 

田内学（たうち まなぶ） 

【鍼灸・マッサージ担当】 

 運動器・各種神経痛が得意

です。 東洋医学・西洋医学を

あわせた目線での鍼灸治療を

目指しています。1人ひとりの

患者様に合わせた治療法で皆

様の健康な毎日作りのお手伝

いをさせていただけたらうれ

しいです。 

ひだまり通信 
 


